




 

 

６． 取得可能な資格  

 必要な単位を修得し，（公益社団法人）日本心理学会に申請することにより「認定心理士」の資格を

得ることができます。 

 公認心理師法施行規則（平成29年文部科学省・厚生労働省令第３号）において大学における公認心理

師となるために必要な科目として示された科目を修めることができます。 

７． 授業科目及び授業内容 

※授業科目は，別紙の履修表を参照すること。 
※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

●教養教育科目      ：大学教育基礎科目，心理学概論 A，心理学概論 B などの領域科目，外国語

科目など 
●専門基礎科目（研究法）：心理学基礎実習Ⅰ・Ⅱ，心理学統計法Ⅰ・Ⅱ，心理学研究法， 
             心理社会調査法，心理的アセスメントなど 
      （外書講読）：心理学外書講読演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 
●専門科目（心理学概論）：心理学概論 
      （領域概論）：知覚・認知心理学，学習・言語心理学，社会・集団・家族心理学，  
             教育・学校心理学，発達心理学，臨床心理学概論 
       （領域特論）：神経・生理心理学，対人心理学，生徒・進路指導論，児童・青年期発達論，

乳幼児心理学，教育相談，感情・人格心理学，障害者・障害児心理学 
 （実践・応用領域特論）：公認心理師の職責，心理学的支援法，健康・医療心理学，福祉心理学， 
             司法・犯罪心理学，産業・組織心理学，心理演習，心理学実習Ⅰ・Ⅱ， 
             人体の構造と機能及び疾患，精神疾患とその治療，関係行政論 
      （研究法演習）：心理学実験，認知心理学課題研究Ⅰ・Ⅱ， 

学習心理学課題研究Ⅰ・Ⅱ，社会心理学課題研究Ⅰ・Ⅱ， 
教育心理学課題研究Ⅰ・Ⅱ，発達心理学課題研究Ⅰ・Ⅱ，                          
臨床心理学課題研究Ⅰ・Ⅱ 

              
●卒業研究：卒業論文 
●専門選択科目，自由選択科目：学生の選択による 
 

８． 学習の成果 

各学期末に，学習の成果の評価項目ごとに，評価基準を示し，達成水準を明示する。 

各評価項目に対応した科目の成績評価をS=4，A=3，B=2，C=1と数値に変換した上で，加重値を加味し算出し

た評価基準値に基づき，入学してからその学期までの学習の成果を「極めて優秀 (Excellent)」，「優秀 (Very 

Good)」，「良好 (Good)」の３段階で示す。 

 



 

 

 

成績評価 数値変換 

Ｓ（秀：90点以上） ４ 

Ａ（優：80～89点） ３ 

Ｂ（良：70～79点） ２ 

Ｃ（可：60～69点） １ 

 
※別紙２の評価項目と評価基準との関係を参照すること。 
※別紙３の評価項目と授業科目との関係を参照すること。 
※別紙４のカリキュラムマップを参照すること。 
 

【知識・理解】 
１）心の仕組みや働きに関する標準的知識 

認知心理学領域の標準的知識 
学習心理学領域の標準的知識 
社会心理学領域の標準的知識 
教育心理学領域の標準的知識 
発達心理学領域の標準的知識 
臨床心理学領域の標準的知識 
その他，自然科学，人文科学，社会科学などに関する知識（教養教育） 

２）心の仕組みや働きに関する発展的知識 
認知心理学領域の発展的知識 
学習心理学領域の発展的知識 
社会心理学領域の発展的知識 
教育心理学領域の発展的知識 
発達心理学領域の発展的知識 
臨床心理学領域の発展的知識 
その他，各学問領域における研究の最前線，文化・社会との関わりなどに関する知識（教養教育） 

３）心の仕組みや働きに関する実践・応用的知識 
  公認心理師の職責に関する知識 
  心理学的支援法，健康・医療心理学，福祉心理学，産業・組織心理学などの応用的知識 
  関連領域の知識（人体の構造と機能及び疾患，精神疾患とその治療，関係行政論） 
  心理実習（心理の職場見学実習など）を通したキャリア教育 

 
【能力・技能】 
１）文献や資料を理解し，批判的に評価する基本的能力・技能 

内容を正確に理解する基本的能力・技能（教養教育の外国語を含む） 
内容を批判的に評価する基本的能力・技能 

２）科学的な研究方法の理解，及び研究を実施するために必要な基本的能力・技能 
科学的方法の特徴の理解 

学習の成果 評価基準値 

極めて優秀（Excellent） 3.00～4.00 

優秀（Very Good） 2.00～2.99 

良好（Good） 1.00～1.99 



 

 

心理学的測定に関する基本的能力･技能 
心理統計法に関する基本的能力･技能 
心理実験法に関する基本的能力･技能 
心理社会調査法に関する基本的能力･技能 
心理的アセスメントに関する基本的能力･技能 
その他，情報活用などの基本的能力・技能（教養教育） 

３）臨床や実社会に心理学を活用する能力・技能 
  心理学的支援法に関する基本的能力・技能 
  心理演習や心理実習を通した臨床場面に必要な基本的能力・技能 
 
【総合的な力】 
１）心の仕組みや働きに関する研究課題を発見し，適切な研究計画を立案する能力・技能 
２）研究課題について，適切な資料･データを収集し，分析･要約する能力･技能 

実験法，調査法，検査法に基づいて資料･データを収集する能力･技能 
記述統計，推測統計の基本的手法を，収集した資料に適用する能力･技能 

３）研究の過程と成果を表現したり評価したりする能力・技能 
研究の過程と成果を，口頭および論文で公表する能力・技能 
自分や他者の発表を批判的に評価する能力･技能 

４）現代社会における心に関わる問題に真摯に取り組む態度 
 

９．卒業論文（卒業研究） 

心理学プログラムの到達目標である「心の仕組みや働きに関する知識」に基づき，「人間の心について

理解するための方法・技能」を用いて，各自の研究テーマを発見し，研究を実施する。研究を実践する

能力・技能および研究に取り組む意欲・態度の形成を目指している。その達成度を総合的に評価する。 
【配属方法と配属時期】 
・配属時期：6セメスター開始時に卒業論文の指導教員を決定する。 
・配属方法：学生は，「心理学概論」「心理学研究法演習」などで提供される各教員の研究テーマや指

導可能な研究内容等の情報に基づき，卒業論文で実施したい研究内容とともに希望する指導教員を届

け出る。学生の希望をできるだけ尊重するが，人数の偏りが大きい場合には，調整を行う。 
 

１０．責任体制 

PDCA責任体制（計画 (plan)・実施 (do)・評価 (check)・改善 (action)） 
・計画，実施，評価検討，および対処は心理学プログラム教員会が行う。責任者は，心理学系コース主

任である。 
・教育学部の担当組織などによる外部評価を実施する。 
・対処については，心理学プログラム教員会のみでなく，教育学部長等も責任をもって対応する。 
 

 



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ
2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

心理学概論A（注4） 2 ○

心理学概論B（注4） 2 ○

自然科学系科目群 4 （注5） 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) コミュニケーション上級英語 1 自由選択 ○ ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

（注6） 2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

8 （注7） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○

32
自由選択科目

注7： 領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目，基盤科目を対象とする。

注8： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」2単位，健康スポーツ科目2単位を修得する必要がある。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

注4： 時間割編成の都合上，1セメスターは「心理学概論A」が，2セメスターは「心理学概論B」が指定されている。

教養ゼミ

共
通
科
目

社会連携科目

健康スポーツ科目

基盤科目

情報・データサイエンス科目

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

上記6科目から2科目以上

領域科目

人文社会科学系
科目群

外
国
語
科
目

英
語
 

(

注
２

)

初修外国語

必修

コミュニケーショ
ン基礎

コミュニケーショ
ンⅠ(注3) 6 選択必修

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第五類　心理学系コース（心理学プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

4

注6： 「コンピュータ・プログラミング」，「知能とコンピュータ」，「データサイエンス基礎」，「ゼロからはじめるプログラミング」，「教育
のためのデータサイエンス」を対象とする。

注5： 「情報・データサイエンス科目」のうち4単位を超えて修得した単位数は，卒業に必要な領域科目（自然科学系科目群）の
単位に代えることができる。

計

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「オンライン英語演習Ｉ・Ⅱ・Ⅲ」
の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試
験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国
語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大
学
教
育
基
礎
科
目

大学教育入門

4



学 部 履 修 基 準  

 

第 五 類（人間形成基礎系） 

○ 心 理 学 系 コ ー ス（心理学プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 

平 和 科 目   ２ 

３２ 

大学教育基礎科目 
大学教育入門  ２ 

教養ゼミ  ２ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群  ４ 

自然科学系科目群  ４ 

外国語科目 
英 語  ６ 

初修外国語  (０) 

情報・データサイエンス科目  ４ 

健康スポーツ科目  (０) 

社会連携科目  (０) 

基  盤  科  目  (０) 

自 由 選 択 科 目  ８ 

専 

門 

教 

育 

専 門 基 礎 科 目 １４ 

９６ 

専 門 科 目 ３２ 

専 門 選 択 科 目 ３０ 

卒 業 論 文  ６ 

自 由 選 択 科 目 １４ 

合       計 １２８ 

 

 





第五類 心理学系コース（心理学プログラム）                                

開設単位数欄の○印数字は必修 

履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

備考欄の◎は，公認心理師になるために

必要な科目を示す。 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

専 

門 

基 

礎 

科 

目 

研 
 

究 
 

法 

心理学基礎実習Ⅰ ①  ○         

心理学基礎実習Ⅱ ①  ○         

心理学統計法Ⅰ ②   ○       ◎ 

心理学統計法Ⅱ ②    ○       

心理学研究法 ２   ○       ◎ 

心理社会調査法 ２    ○       

心理的アセスメント ２    ○      ◎ 

外
書
講
読 

心理学外書講読演習Ⅰ ①   ○        

心理学外書講読演習Ⅱ ①   ○        

心理学外書講読演習Ⅲ ①    ○       

心理学外書講読演習Ⅳ ①    ○       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

概
論 

・ 

領
域
概
論 

心理学概論 ２  ○        ◎ 

知覚・認知心理学 ２    ○      ◎ 

学習・言語心理学 ２   ○      
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 

◎ 

社会・集団・家族心理学 ２   ○       ◎ 

教育・学校心理学 ２    ○     
幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程 

◎ 

発達心理学 ２    ○       〃 ◎ 

臨床心理学概論 ２   ○       ◎ 

領 

域 

特 

論 
神経・生理心理学 ２     ○     ◎ 

対人心理学 ２     ○      

児童・青年期発達論 ２     ○    
幼児、児童及び生徒の心身の 

発達及び学習の過程 
 

乳幼児心理学 ２     ○      〃  

生徒・進路指導論 ２    ○     
生徒指導の理論及び方法， 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法  
 

教育相談 ２      ○   教育相談  

感情・人格心理学 ２      ○    ◎ 

障害者・障害児心理学 ２      ○    ◎ 



 

区 

分 

授 業 科 目 
単 

位 

数 

開 
  

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免許法該当科目 備 考 



心理学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
心の仕組みや働きに関する標準的知識を
身につける

心理学の各領域に関する標準的知識とそれらが得
られた方法を理解しており，それらを応用して問題
解決的思考ができる。

心理学の各領域に関する標準的知識とそれらが得
られた方法を理解している。

心理学の各領域の標準的知識が身についてい
る。

(1)
文献や資料を理解し，批判的に評価する
基本的能力・技能を身につける

文献や資料の内容を正確に理解し，問題点とその
解決方法を指摘することができる。

文献や資料の内容を正確に理解し，問題点を指
摘することができる。

文献や資料の内容を正確に理解することができ
る。

(1)
心の仕組みや働きに関する研究課題を発
見し，適切な研究計画を立案する能力・技
能を身につける

独力で，適切な研究計画を立案することができる。
指導教員等による多少の援助があれば，適切な研
究計画を立案することができる。

指導教員等の援助によって，適切な研究計画を立
案することができる。

(2)
研究課題について適切な資料･データを収
集し，分析・要約する能力･技能を身につ
ける

実験法，調査法，検査法といった心理学的研究法
にもとづいて研究を独力で適切に実施し，収集し
た資料に記述統計，推測統計の基本的手法を独
力で正しく適用することができる。

指導教員等による多少の援助があれば，実験法，
調査法，検査法といった心理学的研究法にもとづ
いて研究を実施し，収集した資料に記述統計，推
測統計の基本的手法を正しく適用することができ
る。

指導教員等の援助によって，実験法，調査法，検
査法といった心理学的研究法にもとづいて研究を
実施し，収集した資料に記述統計，推測統計の基
本的手法を正しく適用することができる。

(3)
研究の過程と成果を表現したり評価したり
する能力・技能を身につける

自分が実施した研究の過程と成果を，口頭および
論文で的確に，かつ魅力的に公表でき，自分や他
者の発表を批判的に評価し，改善方法を指摘する
ことができる。

自分が実施した研究の過程と成果を，口頭および
論文で的確に公表し，自分や他者の発表を批判
的に評価することができる

自分が実施した研究の過程と成果を，口頭および
論文で公表し，自分や他者の発表を評価すること
ができる。

(4)
現代社会における心に関わる問題に真摯
に取り組む態度を身につける

心に関連したさまざまな問題の解決が求められて
いる現代社会において，それらの問題に真摯に取
り組む意欲・態度が形成されており，どのような行
動をとるべきかを理解している。

心に関連したさまざまな問題の解決が求められて
いる現代社会において，それらの問題に真摯に取
り組む意欲・態度が形成されており，どのような行
動をとるべきかを考えている。

心に関連したさまざまな問題の解決が求められて
いる現代社会において，それらの問題に真摯に取
り組む意欲・態度が形成されている。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

(2)
研究を実施したり，実践・応用したりするた
めに必要な基本的能力･技能を身につける

統計法，実験法，調査法，検査法を体験的に学習
し，身につけた基本的技能を新しい課題や実践の
場に適用することができる。

(2)
心の仕組みや働きに関する発展的・応用
的知識を身につける

心理学の各領域に関する発展的・応用的知識とそ
れらが得られた方法を理解しており，それらを応用
して問題解決的思考ができる。

心理学の各領域に関する発展的・応用的知識とそ
れらが得られた方法を理解している

心理学の各領域の発展的・応用的知識が身につ
いている。

統計法，実験法，調査法，検査法における基本的
技能を体験的に学習している。

統計法，実験法，調査法，検査法を体験的に学習
し，研究や実践・応用のための基本的技能を身に
つけている。

心理学の専門教育に進む準備として，人や社会を多様な視点から見ることができる基盤的な知識と外国語や問題解決型の学習能力，情報活用能力等の知的スキルの獲得

をめざす。
１) 領域科目

人間の心を理解するための前提として自然科学，人文科学，社会科学などの知識を獲得する。また，心理学の概論的知識を得るために，領域科目のうち，「心理学概論A」
「心理学概論B」は必修科目である。



評価項目と授業科目との関係

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

大学教育入門 2 必修 1 100 1 100

教養ゼミ 2 必修 1 50 1 50 1 100

心理学概論A 2 必修 1 100 1 100

心理学概論B 2 必修 2 100 1 100

英語 2 必修 1・2 100 1 100

英語 4 選択必修 1・2 100 1 100

心理学基礎実習Ⅰ 1 必修 2 100 1 100

心理学基礎実習Ⅱ 1 必修 2 100 1 100

心理学統計法Ⅰ 2 必修 3 100 1 100

心理学統計法Ⅱ 2 必修 4 100 1 100

心理学研究法 2 選択必修 3 100 1 100

心理社会調査法 2 選択必修 4 100 1 100

心理的アセスメント 2 選択必修 4 100 1 100

心理学外書講読演習Ⅰ 1 必修 3 100 1 100

心理学外書講読演習Ⅱ 1 必修 3 100 1 100

心理学外書講読演習 Ⅲ 1 必修 4 100 1 100

心理学外書講読演習 Ⅳ 1 必修 4 100 1 100

心理学概論 2 選択必修 2 100 1 100

知覚・認知心理学 2 選択必修 4 100 1 100

学習・言語心理学 2 選択必修 3 100 1 100

社会・集団・家族心理学 2 選択必修 3 100 1 100

教育・学校心理学 2 選択必修 4 100 1 100

発達心理学 2 選択必修 4 100 1 100

臨床心理学概論 2 選択必修 3 100 1 100

神経・生理心理学 2 選択必修 5 100 1 100

対人心理学 2 選択必修 5 100 1 100

児童・青年期発達論 2 選択必修 5 100 1 100

乳幼児心理学 2 選択必修 5 100 1 100

生徒・進路指導論 2 選択必修 4 100 1 100

教育相談 2 選択必修 6 100 1 100

感情・人格心理学 2 選択必修 6 100 1 100

障害者・障害児心理学 2 選択必修 6 100 1 100

公認心理師の職責 2 選択必修 2 100 1 100

心理学的支援法 2 選択必修 6 100 1 100

健康・医療心理学 2 選択必修 4 100 1 100

福祉心理学 2 選択必修 3 100 1 100

司法・犯罪心理学 2 選択必修 3 100 1 100

産業・組織心理学 2 選択必修 3 100 1 100

人体の構造と機能及び疾病 2 選択必修 3 100 1 100

精神疾患とその治療 2 選択必修 4 100 1 100

関連行政論 2 選択必修 3 100 1 100

心理演習 2 選択必修 5 100 1 100

心理実習Ⅰ 1 選択必修 6 100 1 100

心理実習Ⅱ 1 選択必修 7・8 100 1 100

心理学実験 2 必修 5 30 1 35 1 35 1 100

心理学研究法演習 2 選択必修 5 100 1 100

認知心理学課題研究Ⅰ 1 選択必修 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

学習心理学課題研究Ⅰ 1 選択必修 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

社会心理学課題研究Ⅰ 1 選択必修 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

教育心理学課題研究Ⅰ 1 選択必修 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

発達心理学課題研究Ⅰ 1 選択必修 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

臨床心理学課題研究Ⅰ 1 選択必修 6 25 1 25 1 25 1 25 1 100

認知心理学課題研究Ⅱ 1 選択必修 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

学習心理学課題研究Ⅱ 1 選択必修 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

社会心理学課題研究Ⅱ 1 選択必修 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

教育心理学課題研究Ⅱ 1 選択必修 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

発達心理学課題研究Ⅱ 1 選択必修 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

臨床心理学課題研究Ⅱ 1 選択必修 7 25 1 25 1 25 1 25 1 100

卒業研究 卒業論文 6 必修 25 1 25 1 25 1 25 1 100

科目区分

知識・理解

教養教育科目

単位数
(2)

専門科目

(1) (2)必修・
選択
区分

授業科目名

評　価　項　目

専門基礎科目

別紙３

総合的な力 科目中
の評価
項目の
総加重
値

(1)(1)
開設期

(4)
能力・技能

(3)(2)



別紙４
心理学プログラムカリキュラムマップ

学習の成果

評価項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

心理学概論A（◎） 心理学概論B（◎） 学習・言語心理学（○） 知覚・認知心理学（○）

心理学概論（○） 社会・集団・家族心理学（○） 教育・学校心理学（○）

公認心理師の職責（○） 臨床心理学概論（○） 発達心理学（○）

福祉心理学（○） 生徒・進路指導論（○） 神経・生理心理学（○） 教育相談（○）

司法・犯罪心理学（○） 健康・医療心理学（○） 児童・青年期発達論（○） 障害者・障害児心理学（○）

産業・組織心理学（○） 精神疾患とその治療（○） 乳幼児心理学（○） 感情・人格心理学（○）

人体の構造と機能及び疾病（○） 対人心理学（○）

関係行政論（○）

大学教育入門（◎） 英語（◎，○） 心理学外書講読演習Ⅰ（◎） 心理学外書講読演習Ⅲ（◎）

英語（◎，○） 心理学外書講読演習Ⅱ（◎） 心理学外書講読演習Ⅳ（◎）

教養ゼミ（◎）

教養ゼミ（◎） 心理学基礎実習Ⅰ（◎） 心理学統計法Ⅰ（◎） 心理学統計法Ⅱ（◎） 心理演習（○） 心理学的支援法（○） 心理実習Ⅱ（○） 心理実習Ⅱ（○）

心理学基礎実習Ⅱ（◎） 心理学研究法（○） 心理社会調査法（○） 心理学研究法演習（○） 心理実習Ⅰ（○）

心理的アセスメント（○）

心の仕組みや働きに関する研
究課題を発見し，適切な研究計
画を立案する能力・技能を身に
つける

心理学実験（◎） 課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

研究課題について，適切な資
料・データを収集し，分析・要約
する能力･技能を身につける

心理学実験（◎） 課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

研究の過程と成果を表現したり
評価したりする能力・技能を身
につける

心理学実験（◎） 課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

現代社会における心に関わる
問題に真摯に取り組む態度を
身につける

課題研究Ⅰ（○） 課題研究Ⅱ（○） 卒業論文（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

総
合
的
な
力

心の仕組みや働きに関する標
準的知識を身につける

心の仕組みや働きに関する発
展的・応用的知識を身につける

文献や資料を理解し，批判的
に評価する能力・技能を身につ
ける

研究を実施したり，実践・応用
したりするために必要な基本的
能力･技能を身につける

能
力
・
技
能

３年 ４年１年 ２年

知
識
・
理
解
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